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蕨商工会議所ホームページ登録の案内

お問い合わせ：蕨商工会議所
TEL 048-432-2655  
FAX 048-444-1785
URL http://www.warabicci.org

  蕨商工会議所では会員企業に限って企業紹介
ページを無料にて作成し、当所ホームページにて
ご紹介します。
  ホームページをお持ちの方、お持ちでない方に
関わらず、是非ご登録ください。

ご紹介下さい！あなたのお仲間

蕨商工会議所では、新入会員を  

随時募集しています！

  商工会議所は、地域の商工業者の世論を代表し、商工業の振興に力を注いで、国民経済の健全な発展に寄

与するための地域総合経済団体です。金融・税務・労務・法律等の様々な分野であなたの企業をバックアッ

プいたしますので、 まだ当商工会議所に未加入の方がいましたら、ご紹介下さいますよう宜しくお願い致し

ます。     連絡先：蕨商工会議所   TEL 048-432-2655

・�非会員は３割増し、土・日・祭日の会員利用は２割増

し、土・日・祭日の非会員利用は６割増し、宴席での

使用は５割増しとなります。

・音響、映像設備使用時は別途料金がかかります。

（単位 :円）

蕨商工会館ご利用案内

会議室名
定　員

（人）

午     前

 （9:00 ～ 12:00）

午     後

 （13:00 ～ 17:00）

夜     間

 （17:00 ～ 21:45）

２階会議室    ５２       ３，３００       ６，６００       ７，７００

     全室

３階ホールＡ室

Ｂ室

１３０    

９０

   ４０

      ４，６７５

      ２，７５０

      １，９２５

      ９，０７５

      ４，９５０

      ４，１２５

   １４，５７５

      ９，３５０

      ５，２２５

お気軽にご連絡下さい。

  

 65 歳超雇用推進助成金のご案内（厚生労働省所管）
　　◇ 65 歳超継続雇用促進コース

65 歳以上への定年引上げ、定年の廃止又は 66 歳以上の継続雇用制度導入

　　◇高年齢者評価制度等雇用管理改善コース
高年齢者が働きやすくするための雇用管理制度措置の導入

　　◇高年齢者無期雇用転換コース
50 歳以上で定年年齢未満のパート労働者等の無期雇用労働者への転換実施

　      ※当該助成金は労働局・ハローワークでは取り扱っておりません。

 独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構
 埼玉支部 高齢・障害者業務課
   TEL：048-813-1112  /  FAX：048-813-1114

       H P：「JEED 埼玉」で検索してください。

「定年の引上げについて真剣に考えてみませんか？」

令和 3 年 4 月 1 日 「高年齢者雇用安定法」が改正されました。
   ＜企業に求められる努力義務＞
  70 歳までの就業機会確保措置の新設
    ① 70 歳までの定年引上げ
    ② 70 歳までの継続雇用制度の導入
    ③定年廃止 など



信頼とはとても時間のかかるもの。

丁寧に長期的視野で積み重ねていくもの。

積み重なった信頼はとてつもなく強い。

書道家 武田双雲

「
信
頼
」

会 議 所 行 事 予 定

No.596

１ THU ・令和 4年度小規模事業者経営改善資金（マル経）
  推薦団体連絡協議会

２ FRI ・埼玉県商工会議所連合会第 3回中小企業相談所長会議
・第 4回わらび創業講座 2022

３ SAT

４ SUN

５ MON

６ TUE

７ WED

８ THU ・第 5回わらび創業講座 2022

９ FRI ・埼玉県商工会議所連合会第 4回事務局長会議

10 SAT

11 SUN

12 MON

13 TUE

14 WED ・日本商工会議所委員会

15 THU ・日本商工会議所委員会
・定例法律相談

16 FRI ・埼玉県商工会議所連合会第 4回担当者連絡会議

17 SAT ・令和 4年度おかめ市

18 SUN

19 MON

20 TUE

21 WED ・埼玉県商工会議所連合会令和 4年度経理担当職員研修会

22 THU

23 FRI ・埼玉県商工会議所連合会経営指導員資格試験

24 SAT

25 SUN

26 MON

27 TUE

28 WED ・仕事納め

29 THU

30 FRI

31 SAT

＜ＩＮＤＥＸ＞
 
常議員会を開催
令和５年度蕨市商工施策要望を決議・・４・５

令和５年度税制改正要望 他・・・・・・・・６

インボイス制度
損害保険制度キャンペーン 他・・・・・・・７

コラム
「職場のかんたんメンタルヘルス」・・・・・８

INFORMATION・・・・・・・・・・・・９

Watch・青年部だより・・・・・・・・・１０

ふタコが行く・お悩み相談・・・・・・・１１

Interview「洋食浅倉」・・・・・・・・１２
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11
月
24
日
、
蕨
商
工
会
館
に
お
い
て
、
常
議
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
牛
窪
会
頭
が
議
長
と
な
り
議
事
が
進
め
ら
れ
、

上
程
さ
れ
た
「
令
和
５
年
度
商
工
施
策
並
び
に
市
補
助
金
に
係
る

要
望
（
案
）
に
関
す
る
件
」
、
「
顧
問
・
参
与
の
委
嘱
に
関
す
る
件
」
、

「
新
入
会
員
加
入
承
認
に
関
す
る
件
」
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

蕨
市
商
工
施
策
要
望
は
、
前

年
度
と
同
様
に
中
小
小
規
模
事

業
者
が
事
業
を
行
い
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
基
本
に
、
項
目
別

の
具
体
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。
本
紙
面
で
は
、
項

目
別
の
要
望
内
容
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。

◇
蕨
市
補
助
金
・
小
規
模
企
業

指
導
相
談
事
業
補
助
金
の
安
定

的
・
継
続
的
確
保

 

管
内
商
工
業
の
振
興
を
下
支

え
し
、
地
域
活
性
化
を
推
進
す

る
商
工
会
議
所
の
機
能
の
充
実

を
図
る
た
め
、
蕨
市
補
助
金
・

小
規
模
企
業
指
導
相
談
事
業
補

助
金
の
安
定
的
・
継
続
的
確
保

を
図
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
地
方

創
生
交
付
金
等
、
今
後
も
国
か

ら
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
対
応
の
よ
う
に
商
工
関

係
予
算
へ
最
大
限
に
確
保
さ
れ

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

◇
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
支

援
の
一
層
の
強
化

　

地
域
の
経
済
や
雇
用
を
支
え

る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
は
、

少
子
高
齢
化
な
ど
の
我
が
国
社

会
経
済
の
構
造
変
化
に
加
え
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
も
あ
り
、
需
要
の
低

下
、
売
上
の
減
少
な
ど
厳
し
い

経
営
環
境
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
等
の
持
続
的
な
事
業

発
展
の
た
め
経
営
計
画
に
踏
み

込
ん
だ
伴
走
型
支
援
を
実
施
し

令
和
５
年
度
商
工
施
策
に

関
す
る
要
望
事
項
（
抜
粋
）

て
い
る
。
つ
い
て
は
商
工
会
議

所
が
実
施
す
る
こ
れ
ら
の
経
営

支
援
事
業
が
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
ら
れ
た
い
。

◇
緊
急
経
済
対
策
の
追
加
支
援

 

数
次
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
て

き
た
蕨
市
の
緊
急
経
済
対
策
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
収
束
度
合
い
を

踏
ま
え
た
な
か
で
、
更
な
る
感

染
拡
大
を
生
じ
た
時
な
ど
必
要

に
応
じ
て
追
加
の
経
済
支
援
を

さ
れ
た
い
。

◇
経
営
・
技
術
革
新
支
援

①
創
造
的
技
術
開
発
の
支
援

②
経
営
革
新
対
策
の
推
進
支
援

③
経
営
発
達
支
援
事
業
、
事
業

継
続
力
強
化
支
援
計
画
に
対
す

る
支
援

④
創
業
支
援
事
業
計
画
の
積
極

的
な
推
進

⑤
中
小
小
規
模
事
業
者
の
連
携

促
進
支
援

⑥
事
業
承
継
へ
の
支
援

⑦
販
路
開
拓
取
引
斡
旋
の
支
援

⑧
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
支
援

⑨
福
利
厚
生
充
実
へ
の
取
り
組

み
に
対
す
る
支
援

⑩
雇
用
維
持
の
た
め
の
取
り
組

み
支
援

⑪
外
国
人
労
働
者
の
活
用
支
援

⑫
生
産
性
向
上
対
策
、
人
手
不

足
解
消
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
化
等
の

支
援

⑬
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
支
援

⑭
節
電
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
の
促
進
支
援

⑮
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
お

け
る
脱
炭
素
社
会
推
進
に
向
け

た
支
援

⑯
中
小
企
業
の
緊
急
時
企
業
継

続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
促

進
支
援

⑰
事
業
再
構
築
へ
の
支
援

◇
健
康
経
営
の
取
組
み
支
援

 
 

従
業
員
等
の
健
康
保
持
・
増

進
の
取
り
組
み
が
、
将
来
的
に

収
益
性
等
を
高
め
る
投
資
で
あ

る
と
の
考
え
の
も
と
、
健
康
管

理
を
経
営
的
視
点
か
ら
考
え
、

戦
略
的
に
実
践
す
る
「
健
康
経

営
」
は
労
働
力
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
に
あ
っ
て
、
中
小
小
規

模
事
業
者
に
と
っ
て
、
新
た
な

事
業
戦
略
や
人
材
確
保
と
い
う

面
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
各
企
業
が
取
り
組

む
「
健
康
経
営
」
に
対
す
る
支

援
を
図
ら
れ
た
い
。

◇
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
取
り
組
み
支
援

 
 

中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
持

続
的
発
展
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
社
会
環
境
変
化
へ
の
対
応

が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
指
針

で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
中
小
小
規
模
事
業
者
に
お

い
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
識
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
大
企
業
と

比
べ
て
乏
し
い
の
が
実
情
で
あ

る
の
で
中
小
小
規
模
事
業
者
へ

の
普
及
啓
発
活
動
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

取
り
組
み
企
業
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
創
設
な
ど
普
及
に
向

け
た
支
援
を
図
ら
れ
た
い
。

◇
働
き
方
改
革
推
進
に
伴
う
支

援
策
の
構
築

 
 

深
刻
な
人
手
不
足
に
よ
り
生

産
性
向
上
が
進
ま
ず
に
苦
慮
し

て
い
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者

は
一
方
で
テ
レ
ワ
ー
ク
や
短
時

間
労
働
等
の
多
様
な
働
き
方
導

入
へ
の
対
応
が
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
働
き

方
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
導

入
す
る
労
務
管
理
ソ
フ
ト
等
の

Ｉ
Ｔ
設
備
導
入
や
従
業
員
の
教

育
訓
練
等
に
係
る
費
用
の
補

助
、
ま
た
、
融
資
制
度
の
要
件

及
び
手
続
の
簡
素
化
に
よ
る
取

令
和
５
年
度
蕨
市
商
工
施
策
に

関
す
る
要
望
を
審
議
・
承
認 
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商
工
施
策
に
関
す
る

要
望
書
を
市
に
提
出

　

常
議
員
会
終
了
後
に
、
正
副

会
頭
、
専
務
理
事
が
賴
髙
英
雄

市
長
を
訪
問
し
、
蕨
市
当
局
へ

「
令
和
５
年
度
商
工
施
策
並
び

に
市
補
助
金
に
係
る
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
地
域
経
済

活
動
の
源
泉
と
な
る
管
内
中
小

小
規
模
事
業
者
の
意
欲
的
な
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
の
諸

り
組
み
な
ど
の
支
援
策
の
構
築

を
図
ら
れ
た
い
。

◇
Ｄ
Ｘ
の
普
及
促
進
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
支
援

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
と
し
て
、
非
接
触
、

非
対
面
を
前
提
と
し
た
デ
ジ
タ

ル
社
会
を
構
築
し
、
中
長
期
を

見
据
え
た
社
会
構
造
の
変
革
及

び
経
済
の
成
長
戦
略
を
描
い
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

中
小
小
規
模
事
業
者
は
大
企
業

と
比
べ
て
経
営
資
源
が
乏
し

く
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
環
境
整

備
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

中
小
小
規
模
事
業
者
が
身
の
丈

に
合
っ
た
デ
ジ
タ
ル
実
装
を
行

う
た
め
の
支
援
策
を
積
極
的
に

講
じ
ら
れ
た
い
。

◇
金
融
対
策
支
援

①
市
融
資
制
度
の
周
知
徹
底
、

利
用
促
進

②
時
流
に
適
応
し
た
特
別
融
資

制
度
の
創
設

③
創
業
者
に
対
す
る
融
資
制
度

の
創
設

④
自
然
災
害
被
害
に
よ
る
円
滑

な
融
資
の
実
行

⑤
緊
急
時
に
お
け
る
資
金
繰
り

に
対
す
る
支
援

◇
ま
ち
づ
く
り
・
商
店
街
活
性

化
に
係
る
支
援 

①
中
小
小
売
商
業
・
商
店
街
及

び
個
店
の
活
性
化
の
た
め
の
支

援
の
強
化

②
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制

度
の
創
設

③
空
き
店
舗
対
策
事
業
の
円
滑

な
推
進

④
飲
食
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
に

対
す
る
支
援

⑤
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ
の
対

応
支
援

⑥
商
業
基
盤
施
設
等
の
整
備
及

び
活
性
化
事
業
の
推
進
支
援

⑦
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た

「
ま
ち
」
の
賑
わ
い
創
出
に
対

す
る
支
援

⑧
ま
ち
ゼ
ミ
、
ま
ち
バ
ル
事
業

の
推
進
支
援

⑨
蕨
市
商
業
の
振
興
に
関
す
る

基
本
条
例
の
制
定
に
基
づ
く
指

導
の
強
化
、
徹
底

⑩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

立
ち
上
げ
や
運
営
等
に
対
す
る

支
援

⑪
新
商
品
開
発
支
援

⑫
蕨
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
等
の

外
部
発
信
、
販
路
開
拓
支
援

⑬
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
総
合
的
活
用
に

よ
る
魅
力
的
な
情
報
発
信

⑭
双
子
織
定
着
に
向
け
て
の
普

新  

入  

会  

員  

・
木
の
道
企
画

・S
U
N

　

S
H
I
N
E

㈱

・
サ
イ
ハ
テ
制
作
所

・
㈱
ア
ル
フ
ァ

・
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
㈱

・
イ
ー
グ
ル
ワ
ン
合
同
会
社

・
㈱fi

n
 
fl
o
r
a
l
 
i
n
n
o
v
a
t
i
o
n

顧

問
・

参

与

【
顧
問
】

 
 
 

蕨
市
長 

 
 
 
 
 

賴
髙 

英
雄

 

衆
議
院
議
員 

 
 
 

田
中 

良
生

 

県
議
会
議
員 

 
 
 

須
賀 

敬
史

 
 
 

元
副
会
頭 

 
 
 

水
島 

達
也 

【
参
与
】

 
 
 

前
議
員 

 
 
 
 
 

高
橋 

久
治

 
 
 
 
 
 
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

・
エ
ス
ア
ン
ド
ケ
イ

・
Ｌ
Ｕ
Ｘ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｅ

・
㈱
Ｒ
ｅ
ｄ　

Ｇ
ｒ
ｉ
ｓ

・
鮨
ヒ
カ
リ
ズ
キ

・
㈱R

E
F
O
R
M
A

　

美
容
室
コ
モ

エ
ス
タ
ス

・
蕨
ギ
タ
ー
サ
ロ
ン

・
中
日
通
訳
翻
訳
事
務
所

・
㈲
エ
ム
ア
ン
ド
デ
ィ
―

・
Ｊ
．
パ
ク
ト
ー
ル

・
㈱
六
葉

・

積

水

ハ

ウ

ス

㈱

埼

玉

南

シ
ャ
ー
メ
ゾ
ン
支
店

・
前
田　

敬
三

・
居
酒
屋
酔
豚

・
ハ
ヤ
カ
ワ
商
店

・
㈱D

e
e
p
a

・
エ
ス
イ
ー
エ
ム
・
ダ
イ
キ
ン
㈱

・
原
宿
ノ
リ
エ

・C
r
e
a
 
J
a
p
a
n

㈱

・
㈱
大
崎

・
わ
ら
び
中
央
法
律
事
務
所

・
㈱
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ー
ツ

※
10
月
に
開
催
し
た
常
議
員
会

で
承
認
さ
れ
た
事
業
所
を
含
み

ま
す
。

※
取
引
先
や
お
知
り
合
い
等
で

ま
だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い
事
業

所
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

及
促
進
支
援

⑮
歴
史
文
化
及
び
ま
ち
な
み
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑯
中
心
市
街
地
へ
の
公
的
文
化

施
設
の
立
地
促
進

⑰
女
性
起
業
家
に
対
す
る
支
援

⑱
外
国
人
対
応
に
係
る
支
援

⑲
（
一
社
）
蕨
ブ
ラ
ン
ド
協
会

へ
の
支
援

⑳
観
光
事
業
の
積
極
的
推
進

◇
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
に

係
る
支
援 

①
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
の
新
プ
ラ
ン
策
定
後
の
事
業

推
進
支
援

②
蕨
駅
西
口
再
開
発
事
業
の
推

進
に
よ
る
賑
わ
い
づ
く
り

③
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
都
市
づ
く
り
の
推
進

施
策
推
進
と
、
補
助
金
確
保
を

要
望
し
ま
し
た
。
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令和５年度税制改正に関する要望
「中小企業の活力強化に資する税制改革」
                    強力な税制支援を要望

 
 

11
月
22
日
に
日
本
商
工
会
議
所
と
の
連
名
の
も
と
、
「
令
和
５
年

度
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
」
に
つ
い
て
、
地
元
選
出
の
田
中
良

生
衆
議
院
議
員
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
要
望
内
容
（
抜

粋
）
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◎
中
小
企
業
の
成
長
投
資
を
促

す
租
税
特
別
措
置
の
確
実
な
延

長
・
拡
充

 
 

中
小
企
業
の
生
き
残
り
を
か

け
た
挑
戦
を
後
押
し
す
る
税
制

は
、
確
実
に
延
長
・
拡
充
す
べ

き
。

・
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
の

延
長
と
税
額
控
除
率
の
引
上
げ

等
の
措
置
を

・
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の

延
長
を

・
中
小
企
業
者
等
の
法
人
税
率

の
軽
減
措
置
（
15
％
）
の
延
長

を・
研
究
開
発
税
制
と
中
小
企
業

技
術
基
盤
強
化
税
制
の
延
長
と

繰
越
控
除
の
復
活
を

◎
中
小
企
業
の
投
資
意
欲
に
水

を
差
す
償
却
資
産
に
係
る
固
定

資
産
税
の
廃
止
・
軽
減

 

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

中
小
企
業
は
賃
上
げ
原
資
確

保
の
た
め
、
借
入
れ
も
行
い
、

付
加
価
値
拡
大
へ
の
設
備
投

資
を
実
施
。
償
却
資
産
へ
の

課
税
は
投
資
の
意
欲
を
削
ぐ
。

・
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産

税
の
廃
止
、
少
な
く
と
も
現

行
の
負
担
軽
減
の
継
続
を

◎
中
小
企
業
向
け
賃
上
げ
促

進
税
制
の
繰
越
控
除
措
置
の

創
設

 
物
価
高
と
深
刻
な
人
手
不
足

の
中
、
中
小
企
業
は
賃
上
げ
に

取
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

・
業
況
が
厳
し
い
中
小
企
業
な

ど
も
広
く
税
制
を
活
用
で
き
る

よ
う
、
繰
越
控
除
の
創
設
を

◎
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の

影
響
最
小
化
策
の
実
行
と
導

入
延
期
の
検
討

 

政
府
は
、
十
分
な
検
証
と
と

も
に
、
責
任
を
も
っ
て
免
税

事
業
者
等
へ
の
周
知
を
徹
底

す
べ
き
。

 

課
題
は
、「
事
務
負
担
」
と
「
免

税
事
業
者
の
課
税
転
換
後
の

税
負
担
」
の
増
加
。

 

制
度
導
入
の
影
響
最
小
化
策

と
し
て
、
次
の
措
置
を
講
じ
る

べ
き
。

・
免
税
事
業
者
の
課
税
転
換
後

の
新
た
な
税
負
担
増
の
軽
減

・
簡
易
課
税
制
度
の
申
告
書
の

徹
底
的
な
簡
素
化
、
原
則
と
し

て
の
簡
易
課
税
適
用
を　

・
３
万
円
未
満
の
取
引
に
つ
い

て
帳
簿
の
保
存
の
み
で
仕
入

税
額
控
除
適
用
を　

等

 

影
響
最
小
化
策
が
講
じ
ら
れ

ず
、
混
乱
が
避
け
ら
れ
な
い
場

合
、
制
度
導
入
を
延
期
す
べ

き
。

◎
中
小
企
業
の
賃
上
げ
や
設

備
投
資
を
阻
害
す
る
安
易
な

法
人
増
税
は
避
け
る
べ
き

・
外
形
標
準
課
税
の
中
小
企
業

へ
の
適
用
拡
大
に
は
断
固
反
対

・
防
衛
財
源
は
歳
出
削
減
や
税

収
増
等
を
鑑
み
、
国
民
的
議
論

で
慎
重
に
検
討
す
べ
き

埼
玉
県
知
事
・
県
議
会
議
長

へ
来
年
度
施
策
及
び
予
算
編

成
に
向
け
た
要
望
書
を
提
出

 

10
月
25
日
に
開
催
し
た
埼
玉

県
商
工
会
議
所
連
合
会
議
員
大

会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
「
令

和
５
年
度
埼
玉
県
施
策
及
び
予

算
編
成
に
関
す
る
要
望
書
」
に

つ
い
て
は
、
同
連
合
会
の
正
副

会
長
が
11
月
９
日
、
大
野
元
裕

埼
玉
県
知
事
、
中
屋
敷
慎
一
埼

玉
県
議
会
議
長
の
も
と
を
訪

れ
、
提
出
し
ま
し
た
。

 

埼
玉
県
内
に
お
け
る
商
工
業

の
総
合
的
な
改
善
発
達
を
図

り
、
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進

に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て

諸
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
埼

玉
県
か
ら
の
支
援
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
上
申
し
、
令
和
５

年
度
予
算
の
確
保
を
強
く
要
望

し
ま
し
た
。

 

今
後
も
当
商
工
会
議
所
は
、

地
域
経
済
団
体
と
し
て
、
関
係

機
関
お
よ
び
団
体
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
官
公
庁
へ
の
意
見

要
望
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

中
小
企
業
の
自
己
変
革
へ
の
挑
戦
を

         

後
押
し
す
る
強
力
な
税
制
支
援
を
！
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令
和
５
年
新
春
懇
談
会

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

 
 

毎
年
１
月
に
蕨
市
民
会
館
で

開
催
す
る
当
商
工
会
議
所
主
催

の
新
春
懇
談
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
令
和
５
年
の
開
催
を
見

送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何

卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

当
商
工
会
議
所
で
は
、
関
係

機
関
の
支
援
の
も
と
会
員
増

強
運
動
を
年
間
を
通
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
充
実
し
た

商
工
会
議
所
活
動
を
展
開
す

る
た
め
に
、
取
引
先
や
お
知
り

合
い
等
で
ま
だ
ご
入
会
い
た

だ
い
て
い
な
い
事
業
所
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
商
工
会
議
所

職
員
が
ご
説
明
に
う
か
が
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。 会

員
増
強

ご
協
力
の
お
願
い

　

令
和
５
年
10
月
よ
り
制
度
導
入

   　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策
講
習
会
を
開
催　

 

11
月
25
日
、
蕨
商
工
会
館
に
お
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
北
野
良
典
税
理
士
を
お
迎
え
し
、

消
費
税
の
基
礎
知
識
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
・
対
策
方
法
等

に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
紙
で
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

 

イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、
販
売
先

に
対
し
、
税
率
と
税
額
を
正
確

に
伝
え
る
た
め
に
、
従
来
の
区

分
記
載
請
求
書
に
必
要
事
項
を

追
記
し
た
請
求
書
や
納
品
書
、

利
用
明
細
と
い
っ
た
も
の
を
指

し
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後

は
、
消
費
税
を
納
付
す
る
際
に
、

仕
入
先
等
が
発
行
す
る
イ
ン
ボ

イ
ス
が
な
い
と
仕
入
税
額
控
除

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
は
販

売
先
に
代
わ
っ
て
自
社
が
消
費

税
を
支
払
う
旨
を
明
示
し
た
証

書
と
も
言
え
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
に
は
次
の
７
つ

の
事
項
を
記
載
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
発
行
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称

②
登
録
番
号

③
取
引
年
月
日

④
取
引
の
内
容
（
軽
減
税
率
の

対
象
品
目
で
あ
る
旨
）

⑤
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
合
計

し
た
対
価
の
額
お
よ
び
適
用
税

率

⑥
税
率
ご
と
に
区
分
し
た
消
費

税
額
等

⑦
受
領
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称

 

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
事
業
者

に
な
る
に
は
、
登
録
申
請
が
必

要
で
す
。
「
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
の
登
録
申
請
書
」
を
提

出
す
る
と
審
査
後
に
登
録
が
承

認
さ
れ
、
「
登
録
番
号
通
知
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
制
度
が
開

始
す
る
令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
に

は
原
則
と
し
て
、
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
導
入
後
は
、
発
行

す
る
請
求
書
に
必
ず
登
録
番
号

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

 
な
お
、
当
商
工
会
議
所
で
は

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策
の
冊
子

（
左
記
画
像
）
を
無
料
配
布
し

て
お
り
ま
す
。

11
月
・
12
月
　
会
員
向
け
保
険
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　

経
営
リ
ス
ク
回
避
・
福
利
厚
生
充
実
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
制
度
（
事
業
活
動
に
お
け
る
賠
償
リ
ス
ク
・

事
業
休
業
リ
ス
ク
等
の
補
償
）
・
業
務
災
害
補
償
プ
ラ
ン
（
労
災

事
故
お
よ
び
企
業
の
賠
償
リ
ス
ク
等
の
補
償
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
事
業
所
の
経
営
リ
ス
ク
の
担
保
（
リ

ス
ク
の
移
転
）
及
び
会
員
事
業
所
の
従
業
員
な
ど
の
福
利
厚
生
の

充
実
を
目
的
と
し
て
、
当
商
工
会
議
所
提
携
損
保
会
社
の
協
力
の

も
と
、
会
員
事
業
所
を
対
象
と
し
低
廉
な
保
険
料
で
ご
加
入
い
た

だ
け
る
損
害
保
険
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
先
月
号
同
封
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
各
保
険
会
社
の
チ
ラ
シ
及
び
一
括
見
積
依
頼
用
紙

も
併
せ
て
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
、
当
商
工
会
議
所
職
員
、
損
害
保
険
各
社
の
代
理
店

が
皆
様
の
事
業
所
を
訪
問
致
し
ま
す
の
で
各
種
保
険
に
関
す
る
ご

相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



　

相
談
は
仕
事
上
、
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
本
来
は
解
決
策
を
求
め

て
行
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
相

談
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
問
題
の
解

決
ど
こ
ろ
か
マ
イ
ナ
ス
の
印
象
を
与

え
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
相
手
が
協
力
的
に

な
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
相
談
の
仕
方

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
「
何
が
問
題
で
、
ど
う
解
決

し
た
い
の
か
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
あ
れ
ば
、
困
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
不
平
不
満
を

並
べ
る
の
も
あ
り
で
す
が
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
な
場
で
は
「
相
談
」
と
い
う

名
目
で
愚
痴
る
の
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

　

例
え
ば
、
業
務
内
容
で
よ
く
分
か

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
ら
を
は
っ
き

り
と
示
す
こ
と
で
、
具
体
的
な
解
決
策

を
一
緒
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
「
○
○
さ
ん
の
ミ
ス
が
多
い
か

ら
、
そ
の
後
始
末
が
大
変
で
困
っ
て
い

ま
す
」
と
不
満
を
ぶ
つ
け
た
り
、
「
ど

う
も
部
長
に
嫌
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

…
…
」
と
泣
い
て
し
ま
っ
た
り
す
る
な

ど
、
感
情
的
に
話
す
ほ
ど
、
本
質
的
な

問
題
解
決
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
感
情
的
な
言

葉
や
態
度
で
相
談
さ
れ
る
と
、
相
手
は

「
仕
事
の
た
め
の
相
談
を
聞
く
」
モ
ー

ド
か
ら
「
感
情
的
な
愚
痴
を
聞
く
」
モ
ー

ド
に
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替
わ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
単
な
る
愚
痴
な
ら
ば
適
当

に
聞
き
流
せ
ば
よ
い
と
思
わ
れ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

待
ち
受
け
て
お
り
、
自
分
の
努
力
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。
普
段
か
ら
仲
間
や
先
輩
、
上
司

と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と

で
、
相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て

お
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
誰
に
ど

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
時
、
「
○
○
の
や

り
方
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
…
…
」

と
い
う
だ
け
で
は
、
「
ど
う
し
た
い

の
？
」
と
い
う
反
応
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
例
え
ば
、
「
○
○
が
で
き
な
く

て
困
っ
て
い
る
の
で
、
誰
に
聞
け
ば
い

い
で
し
ょ
う
か
？
」
「
ど
の
フ
ァ
イ
ル

を
確
認
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」

な
ど
、
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
具

体
的
な
解
決
方
法
を
見
つ
け
よ
う
と
い

う
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
有

効
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
た
め
の
コ

ツ
で
す
。

　

こ
れ
は
、
職
場
で
の
人
間
関
係
に
お

い
て
も
同
様
で
す
。
漠
然
と
「
悩
ん
で

い
る
」
で
は
な
く
、
人
間
関
係
が
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
ど
の
よ
う

に
業
務
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

の
よ
う
な
言
葉
で
相
談
を
持
ち
掛
け

る
か
を
慎
重
に
考
え
て
、
有
意
義
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
も
、
相

談
と
言
い
な
が
ら
、
文
句
や
愚
痴
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ぜ
ひ
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

　
　
　

 

代
表
理
事　

大
野　

萌
子

「
相
談
の
仕
方
」
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　 INFORMATION

LOBO調査

 

10 月の調査結

業況ＤＩは、３カ月ぶりの改善もコス
ト増が重荷に。先行きは、円安や物価
高の継続への警戒感強まる
　全産業合計の業況 DI は、▲ 20.7（前月比＋

2.6 ポイント）。水際対策の緩和や全国旅行支

援による客足の回復で、飲食・宿泊業などの

サービス業や、百貨店などの小売業で業況が

改善した。また、卸売業も小売業・サービス業

向けの引き合い増加に牽引されて業況が改善

した。製造業でも消費者向けの飲食品関連や

日用品の受注増により業況が改善した。一方、

建設業では、建設資材価格の高騰が続いてお

り、価格転嫁も十分に行えず、業況悪化が継

続した。感染状況が小康状態となり、売上増加

が見込まれるが、資源・原材料価格高騰の長期化

や、150 円台まで進んだ円安等によるコスト増

がさらなる重荷となり、中小企業の業況は改

善を示すも力強さを欠いている。

 先行き見通し DI は、▲ 22.2（今月比▲ 1.5 ポ

イント）。

年末年始営業
のお知らせ

金融情報

　当商工会議所の年末年始の業務は下記の通り

となります。

◆年末年始営業◆

１２月２８日 (水 ) 年内最終営業日

１２月２９日 (木 )～１月３日 (火 ) 休業

１月４日 (水 ) 通常営業開始

マル経資金
金利1.15％

　小規模事業者経営改善資金（マル経）のご利用

を希望される方は２期分の決算書をお持ちのうえ、

蕨商工会議所までお越し下さい。

◆貸付対象
○従業員が２０人以下（商業・サービス業では５人   

  以下）

○蕨市内で１年以上営業しており、蕨商工会議所の　　

　経営指導を６ヶ月以上受けられている事業者

◆貸付限度額　２，０００万円

◆貸付期間
  運転資金７年以内　設備資金１０年以内

◆貸付利率
  年 1.15%（11 月 30 日現在）

お知らせ

 経済活動が正常化に向かう中、設備投資等

の民間工事の受注増を期待する声が建設業

で聞かれた。一方で、資源・原材料価格の

高騰や円安の継続、人手不足に伴う人件費

増加や電気代の上昇等、数多くのコスト増

要因による企業経営への影響が懸念される。

さらに、欧米のインフレ対策等による世界

経済の鈍化への不安感も重なり、中小企業

の先行きは警戒感が強まっている。

　県は県内中小企業等のＤＸ化を推進する

ため、即戦力となる人材の確保を支援しま

す。企業が埼玉県プロフェッショナル人材

戦略拠点を通じて、県登録の民間人材紹介

事業者の仲介によりデジタル人材を採用す

る場合、紹介手数料の半額を県が補助する

ことで中小企業の負担を軽減します。

●補助対象経費
企業が登録人材紹介事業者に支払う「人材

紹介手数料」（消費税額は除く）

●補助率        人材紹介手数料の２分の１

●補助限度額    １名につき 150 万円まで

●申請受付期間  令和５年２月 28 日まで

プロフェッショナル人材戦略拠点は県内企

業の人材採用を応援します！！

お問合せ：（公財）埼玉県産業振興公社

埼玉県プロフェッショナル人材戦略拠点

電話 :048-647-4075　

E ﾒｰﾙ：projinzai@

saitama-j.or.jp

お知らせ
人材採用に係る手数料
の１/ ２を県が補助し
ます！

←詳細はこちら
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『秋期健康診断』

『中仙道武州蕨宿 宿場まつり』

　11 月 3 日 ( 木 )、蕨市旧中山道において、「中仙

道武州蕨宿宿場まつり」が３年ぶりに開催されま

した。

 当商工会議所では会員ブースを設け、会員事業所

が出店したほか、銘菓「わらびの蕨もち」および

双子織関連商品等を販売しました。

　11 月 14 日（月）、蕨商工会館３階多目的ホール

において、会員事業所の事業主、家族、従業員を

対象とした「秋期健康診断」を実施しました。当

日は、戸田中央総合健康管理センターの協力のも

と、約 80 名が受診されました。

　当商工会議所では年２回（春・秋）の「定期健

康診断」と「生活習慣病検診」を実施しておりま

すのでぜひご利用ください。

青年部メンバー募集中！

青年部 HP は

←こちら

蕨商工会議所青年部とは
　昭和６２年１１月「行動する商工会議所に若い活力」をモットーに、次代を担う若手経営者の総意

により結成した、「若手経営者の異業種交流の場」と言えます。

　同じ地域社会で生活する約 100 名の青年経済人が、資質の研鑽を通じて地域社会の発展に寄与する

ことを目的に、研修会、親睦事業、イベント事業の開催をはじめ、蕨商工会議所が展開する諸事業に

も積極的に参加しております。どうぞお気軽にお問い合わせ下さい！

       ●入会資格  蕨商工会議所の会員事業所の経営者、または後継者で５０歳未満の方なら

            どなたでも入会できます。

●年会費　  20,000 円

●事務局　  〒 335-0004　蕨市中央 5-1-19　Tel：048-432-2655　　



ふ
タ
コ
の
お
悩
み
相
談

 　
　

～
経
営
上
の
悩
み
を
当
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
が
解
決
し
ま
す
～

【
ふ
タ
コ
】 

今
年
も
あ
と
１
か
月
だ
ね
。

12
月
に
な
る
と
年
末
調
整
の
季
節
に
な
る

の
か
な
？

【
経
営
指
導
員
】
さ
す
が
ふ
タ
コ
ち
ゃ
ん
！

よ
く
わ
か
っ
て
る
ね
。

【
ふ
タ
コ
】 

ふ
ふ
ふ
、
す
ご
い
で
し
ょ
。

そ
う
い
え
ば
、
年
に
よ
っ
て
変
更
が
さ
れ

て
い
る
け
ど
今
年
は
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
る
の
？

【
経
営
指
導
員
】 

実
は
少
し
あ
る
よ
。
今

回
は
変
更
点
に
つ
い
て
少
し
説
明
す
る

ね
。

【
ふ
タ
コ
】 

は
い
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

年
末
調
整
の
変
更
点

（
１
）
令
和
４
年
分
源
泉
徴
収
票
、
給
与

支
払
報
告
書 

 
様
式
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
記
載

項
目
な
ど
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
変
更
点

に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

①
未
成
年
判
断
基
準
の
引
き
下
げ
…

18
歳
未
満
の
場
合
に
未
成
年
者
に
○

を
記
載

②
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に
特
例
特
別

特
例
取
得
が
追
加
…
該
当
す
る
場
合
は

「
特
特
特
」
を
記
載

※
特
例
特
別
特
例
取
得
…
特
別
特
例
取

得
の
う
ち
、
40
㎡
以
上
50
㎡
未
満
に
該

当
す
る
も
の

③
給
与
支
払
報
告
書
…
市
町
村
へ
の
提

出
枚
数
が
２
枚
か
ら
１
枚
に
変
更

（
２
）
令
和
５
年
分
扶
養
控
除
等
（
異
動
）

申
告
書
： 

 

令
和
４
年
の
年
末
調
整
に
は
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
年
末
調
整
と
あ

わ
せ
て
回
収
す
る
令
和
５
年
分
の
扶
養

控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
の
様
式
が
変

更
と
な
り
ま
す
。

変
更
点
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

①
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
う
ち
非
居
住

者
で
あ
る
親
族
欄
の
変
更

②
控
除
対
象
扶
養
親
族
等
の
所
得
見
積

額
の
配
置
変
更

③
退
職
手
当
等
を
有
す
る
配
偶
者
・
扶

養
親
族
欄
の
追
加

【
ふ
タ
コ
】 

ふ
む
ふ
む
。
あ
り
が
と
う
！

【
経
営
指
導
員
】
大
き
な
変
更
は
な
い
け

ど
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
内
容

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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住所：蕨市中央 1-3-9 
電話：048-431-2874  
営業時間：10:00 ～ 19:00
         金曜のみ 10:00 ～ 20:00
定休日：火曜日、第 3水曜日

お問合せ 

た
く
さ
ん
の
植
物
と

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
の

お
店
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

ふタコんにちわ！

今号はわたし、 ふタコが 「キラリと輝く蕨

の女性」 を紹介していくよ♪♪

第 32 回目は、 中央 1 丁目で美容室を営

む 「Hair ＆ Make N( エヌ )」 代表の

中島直子さんをご紹介するよ。

　蕨市で育った中島さんは、 美容学校を卒業後、 市内の美容
室「おしゃれの部屋 ISHIGURO」で美容師として活躍されました。
その後 1985 年 10 月に 「Ｈａｉｒ＆Ｍａｋｅ　Ｎ ( エヌ )」 を開業され
ました。 将来を前向きに捉えていた中島さんは独立への不安は
あまりなかったそうです。 開業当初は商店街の方に商売のこと
を教わることもあったそうです。
　お客様にお店での時間を楽しんでいただけるよう、 自分自身
が仕事を楽しむことを意識され、 スタッフの方にも楽しむことを
促していらっしゃいます。
　同じ働く女性に向けて 「思い描いた未来は叶うので、 あなた
らしく続けていってください」 とメッセージをいただきました。

♪キラリと輝く蕨の女性を紹介♪

ふタコが行く
女性特集 VER.
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洋食浅倉
オーナーシェフ 浅倉 浩二　

　

今
回
は
、
蕨
市
塚
越
で
洋

食
店
を
営
む
「
洋
食
浅
倉
」
の

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
、
浅
倉
浩

二
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。

　

蕨
生
ま
れ
蕨
育
ち
の
浅
倉
さ

ん
は
今
年
で
62
歳
。
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
自
分
ら
し
く
有
意
義

に
過
ご
し
た
い
、
そ
し
て
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
蕨
で
自
分
の

お
店
を
持
つ
の
が
何
よ
り
の
夢

で
あ
っ
た
浅
倉
さ
ん
は
、
令
和

４
年
９
月
に
蕨
駅
徒
歩
３
分
の

場
所
で
、
奥
様
と
力
を
合
わ
せ

創
業
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
は
浅
倉
さ
ん
、
飲
食
業
界

一
筋
40
年
の
超
一
流
シ
ェ
フ
。

洋食浅倉

住所 ：蕨市塚越 1-7-3

電話 ： 080-5739-0173

営業時間 ： 17 時～ 22 時

定休日 ：水曜日

イ
タ
リ
ア
で
の
修
行
経
験
を

持
ち
、
イ
タ
リ
ア
ン
、
フ
レ
ン

チ
、
ド
イ
ツ
料
理
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
洋
食
に
精
通
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

で
も
多
く
の
お
店
の
開
業
に

携
わ
っ
て
お
り
、
開
業
さ
れ

る
つ
い
最
近
ま
で
、
３
０
０

店
舗
を
超
え
る
大
手
外
食
企

業
の
執
行
役
員
・
洋
食
部
門

総
料
理
長
を
務
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
浅
倉
さ
ん
の
手
掛
け

る
お
す
す
め
料
理
は
「
シ
ャ
ル

キ
ュ
ト
リ
ー
」。
意
味
は
ハ
ム

や
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
食
肉
加
工
品

の
総
称
で
す
が
、
浅
倉
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
と

こ
だ
わ
り
抜
い
た
素
材
を
活

か
し
、
な
ん
と
全
て
自
家
製
。

し
か
も
そ
れ
に
合
う
パ
ン
も

こ
だ
わ
り
の
製
法
で
全
て
手

作
り
で
す
。

　

「
今
で
き
る
こ
と
を
自
分
ら

し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一

流
料
理
人
と
し
て
手
を
抜
く
こ

と
な
く
、
常
に
新
し
い
料
理
を

模
索
し
、
自
己
研
鑽
を
欠
か
さ

な
い
浅
倉
さ
ん
。
今
後
は
季
節

の
食
材
や
ジ
ビ
エ
と
い
っ
た
、

そ
の
時
々
で
し
か
味
わ
え
な

い
最
高
の
料
理
で
、
蕨
の
人
た

ち
か
ら
最
高
の
笑
顔
を
引
き

出
し
た
い
と
、
奥
様
と
共
に

意
気
込
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　

一
流
の
料
理
人
が
手
掛
け
る

最
高
の
洋
食
を
、
蕨
で
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

 
 
 
 

（
取
材 

 

末
木 

友
弘
）

　　
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
自
家
製
ソ
ー
セ
ー
ジ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
シ
ャ
ル
キ
ュ
ト
リ
ー
）
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さらに安価な有料オプションでセー

ル情報等タイムリーな店舗情報が発

信できます。

詳しくは蕨商工会議所までお問合せ

下さい。

http://warabiguide.com/

蕨店舗ガイド 検索

インターネットで「蕨店舗ガイド」と検索

掲載無料！！
【蕨商工会議所】　
TEL 048-432-2655　FAX 048-444-1785


